
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

当
該
箇
所
は
市
と
し
て

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

交
通
管
理
者
と
連
携
し
、
総
体

的
な
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

質
問　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
額
に
つ
い
て
、
増
額
や
待

遇
改
善
を
図
っ
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

報
酬
は
経
済
状
況
、
最

低
賃
金
、
他
市
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

バ
ス
停
に
、
荷
物
を
置
く
台
や

腰
掛
け
等
を
計
画
的
に
設
置
し

て
は
。

答
弁　

道
路
状
況
を
確
認
し
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。

市
に
お
い
て
も
独
自
に
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　

各
市
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
都
の
制
度
に
の
っ
と

っ
て
運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
、
①
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
担

当
す
る
世
帯
数
が
多
く
、
業
務

が
非
常
に
大
変
で
あ
る
。
増
員

す
る
考
え
は
。
②
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
に
対
し
、
専
門
的
な
研
修

を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
面
接
相
談
員
や
資
産

調
査
員
を
雇
用
し
、
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
る
。
状
況
を
見
な

が
ら
必
要
な
対
応
に
努
め
て
い

く
。
②
都
の
新
任
や
中
堅
を
対

象
と
し
た
研
修
に
参
加
す
る
ほ

か
、
全
員
を
対
象
と
し
て
年
１

回
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
相
談

業
務
に
特
化
し
た
イ
ン
テ
ー
ク

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
の
医
療
費
一
部

負
担
200
円
に
つ
い
て
、
完
全
無

料
化
を
早
急
に
実
現
す
べ
き
。

答
弁　

市
長
会
を
通
じ
て
都
に

対
し
、
一
部
負
担
の
撤
廃
を
含

め
地
域
間
格
差
の
解
消
を
継
続

し
て
要
請
し
て
い
く
。

質
問　

玉
川
上
水
南
側
地
区
地

区
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

交
通
問
題
、
自
然
や
玉
川
上
水

の
状
況
等
、
広
い
範
囲
で
の
計

画
策
定
に
尽
力
す
べ
き
。

答
弁　

一
体
の
ま
ち
と
し
て
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
で

考
え
て
い
く
。

質
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
多
子
世
帯
の
第
３

子
以
降
の
無
償
化
で
あ
れ
ば
財

源
的
に
可
能
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

新
た
な
財
源
を
要
す
る
た
め
、

困
難
性
が
あ
る
。

質
問　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予
算
が
減
額

と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
に

よ
り
、
介
護
度
の
低
い
方
の
利

用
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
予
算
を
減
額
し
た
。

無

会

派

質
問　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の

健
康
診
断
に
つ
い
て
、
市
で
は

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

健
康
保
険
制
度
の
中
で

対
応
し
て
い
る
。

質
問　

社
会
福
祉
協
議
会
で
の

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

費
が
前
年
度
と
比
較
し
て
増
加

し
て
い
る
要
因
は
。

答
弁　

高
齢
化
に
よ
り
急
増
す

る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
職

員
１
名
分
の
増
額
に
よ
る
。

2
面
下
段
よ
り

市政を市政を
質
問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
職
員
同
士
の
連
携
は
基

本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
正
、
厳
格
な
人
事
を
。

市
長　

組
織
一
丸
と
な
り
難
局

に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
材
適
所
を
基
本
と
し
た
人
事

配
置
に
努
め
る
。

質
問　

世
界
に
誇
る
平
和
憲
法

を
持
ち
、
戦
争
を
し
な
い
国
と

し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
を
国
へ
要
請
す
べ
き
。

市
長　
核
兵
器
を
保
有
す
る
国
、

し
な
い
国
そ
れ
ぞ
れ
に
世
界
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
非
核
平
和

を
訴
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

質
問　

歳
入
不
足
の
中
、
国
の

防
衛
費
は
10
年
間
膨
ら
み
続
け

て
い
る
。
平
和
を
願
う
市
長
の

見
解
は
。

市
長　

国
権
の
最
高
機
関
で
あ

る
国
会
で
確
固
た
る
方
向
性
を

見
い
出
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
減
免
は
評
価
す
る
。
物

価
高
騰
等
の
経
済
状
況
に
対
す

る
見
解
は
。

市
長　

物
価
高
騰
が
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
引

き
続
き
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市

政
運
営
に
努
め
る
。

質
問　

国
保
税
を
据
え
置
き
と

す
る
市
の
判
断
は
評
価
す
る
が
、

国
の
公
費
負
担
を
強
く
求
め
る

べ
き
。

市
長　

厳
し
い
財
政
運
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
国
庫
負
担
割
合
の
拡

大
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

少
子
化
の
抜
本
的
な
改

善
は
未
婚
率
の
改
善
が
必
要
と

考
え
る
。
国
が
掲
げ
た
金
融
課

税
、
分
配
に
対
す
る
所
見
は
。

市
長　

各
種
施
策
だ
け
を
も
っ

て
抜
本
的
な
改
善
策
と
は
判
断

で
き
な
い
が
、
そ
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

国
は
先
端
技
術
を
扱
う

民
間
人
の
身
辺
調
査
を
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

導
入
を
検
討
し
て
い
る
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
個
人
管

理
す
べ
き
で
は
な
い
。
見
解
は
。

市
長　

機
密
情
報
を
扱
う
方
に

対
し
、
一
定
の
適
性
や
信
頼
性

を
求
め
る
こ
と
自
体
に
は
合
理

性
が
あ
る
が
、
権
利
侵
害
を
招

か
ぬ
よ
う
必
要
最
小
限
度
で
行

わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画
に
つ
い
て
、
住
民
と
事
業

者
側
と
の
話
し
合
い
で
合
意
形

成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
と

し
て
努
力
す
べ
き
で
は
。

市
長　

昨
年
11
月
に
要
請
書
を

提
出
し
た
。
引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
し
、
事
業
者
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
周
辺
住
民
の
住

環
境
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
汚
染
が
懸

念
さ
れ
る
横
田
基
地
内
の
水
質

検
査
等
の
実
施
と
結
果
の
公
表

を
国
等
へ
強
く
求
め
る
べ
き
。

市
長　

国
や
米
側
に
対
し
情
報

提
供
を
行
う
よ
う
、
都
と
基
地

周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
を
通
じ

要
請
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

教
員
の
負
担
軽
減
策
の

基
本
は
正
規
教
員
の
増
員
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
長　

地
域
の
実
情
に
応
じ

た
適
切
な
教
職
員
の
配
置
に
つ

い
て
、
市
長
会
や
教
育
長
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

教
育
支
援
の
基
本
は
無

償
で
あ
る
。
学
校
給
食
費
の
無

償
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所

見
は
。

教
育
長　

新
た
に
多
額
の
財
源

が
必
要
と
な
る
た
め
、
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

地
域
全
体
で
子
ど
も
を

支
え
る
た
め
、
子
ど
も
の
権
利

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

市
長　

新
た
に
策
定
す
る
子
ど

も
若
者
未
来
対
策
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
全
て
の
子
ど
も
が
尊

重
さ
れ
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

質
問　

岸
田
政
権
は
安
全
保
障

３
文
書
を
閣
議
決
定
し
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
５
年
間

で
43
兆
円
の
大
軍
拡
を
進
め
る

と
し
た
。
憲
法
の
恒
久
平
和
主

義
に
基
づ
く
戦
後
日
本
の
在
り

方
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

市
長　

国
の
安
全
保
障
に
係
る

一
連
の
政
策
文
書
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
緊
迫
し
た
日
本

周
辺
の
安
全
保
障
環
境
を
踏
ま

え
、
新
た
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

横
田
基
地
が
存
在
す
る

こ
と
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
被
害
か

ら
、
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
考
え
は
。

市
長　

基
地
に
起
因
す
る
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
、
都
と
周
辺

市
町
と
の
連
携
を
基
軸
に
、
対

応
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
、
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い

中
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
で

は
何
に
力
を
入
れ
た
の
か
。

市
長　

小
中
学
校
等
へ
の
給
食

費
支
援
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
の
拡
充
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
一
般
財
源
投
入
に
よ
る
税

率
維
持
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

貧
困
と
格
差
を
是
正
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
国
に

対
し
、
生
活
保
護
費
の
基
準
引

き
上
げ
を
求
め
る
べ
き
。

市
長　

国
は
６
年
度
ま
で
現
行

の
扶
助
基
準
額
を
維
持
す
る
と

し
て
い
る
。
引
き
続
き
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

実
現
に
向
け
、
段
階
的
実
施
も

含
め
、
具
体
化
を
検
討
す
べ
き
。

教
育
長　

無
償
化
の
実
施
は
新

た
に
多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ

り
、
現
状
困
難
と
考
え
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
命
を
守
る
施
策
に

つ
い
て
、
法
改
正
で
２
類
相
当

か
ら
５
類
に
移
行
す
る
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

市
長　

医
療
提
供
体
制
や
医
療

費
の
公
費
負
担
の
在
り
方
な
ど
、

市
民
生
活
に
影
響
が
及
ぶ
と
認

識
す
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

75
歳
以
上
の
医
療
保
険

料
の
引
き
上
げ
や
介
護
保
険
の

利
用
料
２
割
負
担
の
拡
大
な
ど
、

国
は
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を

進
め
て
い
る
が
、
所
見
は
。

市
長　

人
口
減
少
と
超
高
齢
社

会
が
一
層
進
展
す
る
中
、
社
会

の
変
化
を
捉
え
、
中
長
期
的
な

視
点
を
も
っ
て
様
々
な
議
論
が

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

雇
用
を
守
り
労
働
環
境

を
改
善
す
る
た
め
、
公
契
約
条

例
を
制
定
し
、
働
く
環
境
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
。

市
長　

労
働
条
件
や
賃
金
に
対

す
る
規
制
、
実
効
性
の
担
保
は

国
の
法
制
化
に
よ
る
も
の
と
考

え
る
た
め
、
現
時
点
で
公
契
約

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

同
性
婚
や
選
択
的
夫
婦

別
姓
の
実
現
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
社
会
へ
の
歩
み
を
加
速

す
べ
き
。
具
体
的
な
施
策
は
。

市
長　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
情

報
誌
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
職
員
を
対
象
と
し
た
人
権

啓
発
研
修
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
問　

巨
大
物
流
施
設
建
設
計

画
Ｇ
Ｌ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

市
の
総
合
基
本
計
画
を
は
じ
め
、

各
種
計
画
に
逆
行
す
る
内
容
と

考
え
る
。
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
。
計
画
は
気
候
危
機
対
策

に
逆
行
す
る
も
の
。
都
の
自
然

保
護
条
例
に
基
づ
き
、
緑
地
保

全
制
度
を
活
用
し
て
、
昭
和
の

森
・
代
官
山
緑
地
と
一
体
の
当

該
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
公
有

地
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

市
長　

引
き
続
き
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
開
発

事
業
者
に
求
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
具

体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
本
開
発
事
業
地
の
公
有

地
化
は
困
難
と
考
え
る
。
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43
兆
円
の
大
軍
拡
に
対
す
る
所
見
は

昭
和
の
森
の
公
有
地
化
が
必
要
で
は日本共産党昭島市議団

佐藤　文子　議員

令
和
５
年
度
昭
島
市
行
財
政
運
営
の

全
般
に
つ
い
て
問
う


